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術前骨格筋量と腫瘍浸潤リンパ球との関連

研究内容

【背景・目的】【背景・目的】

　大腸がんは3番目に多いがん種であり、高い頻度で再発し、適切な治療が可能なバイオマーカーが必要である。また、骨格筋量の不足

により、様々ながんにおいて患者の予後の悪さと相関すると言われている。本研究では、大腸がん患者の骨格筋量 (skeletal muscle

index) と免疫細胞との関係性について調査し、そのメカニズムについて解明することを目的とする。

 

【研究概要】【研究概要】
研究データについて

SMIを踏まえたグルーピング

SMIにもとづいたKaplan–Meier curves

SMIと腫瘍内リンパ球の関連性

SMIとCD3、CD8におけるKaplan–Meier curves

手術後生存率において、手術後生存率において、CD3、、CD8と骨格筋量に相関がみられたと骨格筋量に相関がみられた

図4. メカニズム概要例

アピールポイント

・骨格筋量から予後予測や治療予測を可能とする新たなバイオマーカーとなる。

・画像や臨床献体、Inbodyによる各種データの蓄積があり、それらを用いて新たな指標を開発する。

キーワード
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